
長野県の自まん 

 

作詞・作曲 山岸 美咲  

                     （中野市立中野小学校５年） 

伴奏作曲 大熊 崇子 

 

 

１ 風がピューピューすずしいな 

  外の温泉気持ちいい 

  おさるといっしょに温泉だ 

  おはだもピカピカきれいだよ 

 

 

２ 風がピューピュー気持ちいい 

  りんごシャキシャキ食べますよ 

  きょほうやももやさくらんぼ 

  きのこもどっさり実ったよ 

   

 

  



私の友だち 

 

作詞・作曲 小澤 朋乃  

                     （中野市立日野小学校５年） 

伴奏作曲 大熊 崇子 

 

 

１ 友だちがいるってうれしいね 

  とても心がほっこりするから 

  私もやさしくなれるから 

  あなたは私の友だち 

  どんな時もいっしょだよ 

  かなしい時もさみしい時も 

  いつもそばにいてくれる 

  大好きな友だちありがとう 

  これからも二人で 

  手をつないで歩いていきたい 

 

 

２ 友だちがいるって元気になれるね 

  とても心がほっこりするから 

  あなたは私の友だち 

  どんな時もいっしょだよ 

  こまった時もくるしい時も 

  いつもそばにいてくれる 

  大好きな友だちありがとう 

  これからも二人で 

  手をつないで歩いていきたい 

   

 

  



僕らの箕輪北小学校 

 

作詞 佐藤 孝哉  

作曲 中谷 純   

                     （箕輪町立箕輪北小学校６年） 

 

 

１ ぼくらの通う学校 北小学校 

  みんなの目標は 

  「学ぶ子 きたえる子 つとめる子」 

  毎朝勉強コツコツタイム 

  今日も考える子どもたち 

  じっくりコツコツ学びましょう 

 

 

２ ぼくらの通う学校 北小学校 

  みんなの目標は 

  「学ぶ子 きたえる子 つとめる子」 

  水曜日にはハツラツタイム 

  今日も元気な子どもたち 

  たのしく運動きたえましょう 

   

 

３ ぼくらの通う学校 北小学校 

  みんなの目標は 

  「学ぶ子 きたえる子 つとめる子」 

  毎朝あいさつ大きな声で 

  今日も明るい子どもたち 

  なかよし清掃つとめましょう 

 

  



夏のプール 

 

作詞・作曲 牧野内柚香  

                     （泰阜村立泰阜小学校６年） 

編曲 寺嶋 陸也 

 

 

１ 足で水をひとけり 

  手で水をひとかき 

  さあスピード上げて 

  ぐーんと前へ進む 

  水が指をすりぬける 水が背中を流れる 

  泳げ泳げ進め進め まだ遠いゴール 

  水が指をすりぬける 水が背中を流れる 

  水がふれる感じが気持ちいい 夏のプール 

 

 

２ 鼻で息を出して 

  口で息を吸う 

  さああと少し 

  ふわっと体が浮く 

  水が顔をなでていく 水が体をつつみこむ 

  泳げ泳げ進め進め もうすぐでゴール 

  水が顔をなでていく 水が体をつつみこむ 

  水の流れを感じ泳ぎ切る 夏のプール 

 

 

  



オルゴールのせかい 

 

作詞・作曲 本田 葵  

                     （仙台市立秋保小学校３年） 

編曲 寺嶋 陸也 

 

 

１ ある日雨がふってきて 

  オルゴールが雨にぬれちゃった 

  オルゴールの上には紙のイヌ 

  イヌはおっこちて自由になった 

  ※きらくるりん ミラクルリン きらみらくるりん 

 

 

２ いつも休みなしにはたらく子 

  いちにちだけでも休みたい 

  それを見ていた紙のイヌ 

  ボクがキミのかわりをするよ 

  ※くりかえし 

 

 

３ 自由になったその子は 

  歩いたり走ったりねころんだり 

  いちにち中楽しくあそんだら 

  イヌととってもなかよくなった 

  ※くりかえし 

 

 

４ オルゴールのなかにいる人に 

  仕事をこうたいしてもらったよ 

  自由なじかんでそのイヌと 

  いっしょになかよくあそぶんだ 

  ※くりかえし 

 

  



こどもの時間 

 

作詞・作曲 星 奈菜子 

                     （仙台市立五橋中学校２年） 

補作 寺嶋 陸也 

 

 

１ 巡る巡る巡る 季節の風に吹かれ たたずむ丘に 

  移り変わる街の 景色を遠く眺める 私がいる 

  幼い日がよみがえる 青空 

  ただ無邪気に 走り回って 

  ツバメが描く 風の道を 追いかけていた 

  はるかな記憶の中に咲いた 

  懐かしい 野の草も花も 

  見つからなくて 目を閉じれば 

  光が浮かぶ 

  ああ こどもの時間は 終わりを告げて 

  早い時の流れに とまどっても 

  ああ こどもの時間は 明かりを灯す 

  前を向いて 歩いて行けるように 

 

 

２ 揺れる揺れる揺れる 季節の声が歌う 海辺の街に 

  ここで会える友よ 変わらぬ笑顔浮かべる あなたがいる 

  茜色に染まる ほほを濡らし 

  けんかしたり すれ違っても 

  ナミダがにじむ 帰り道に 仲直りした 

  優しい記憶の中に解ける 

  懐かしい 手の温もりには 

  心の奥の宝箱を 抱きしめている 

  ああ こどもの時間を 力に代えて 

  時代の渦の中に さらわれても 

  ああ こどもの時間は 世界を照らす 

  愛を抱いて 歩いて行けるように 

 

  



花 

 

作詞・作曲 菊池 可奈実 

                     （北茨城市立常北中学校３年） 

編曲 寺嶋 陸也  

 

 

１ 向日葵のように輝く あなたのその笑顔 

  私の胸の中で思い出してた 

  どんなに遠くても 空は繋がっている 

  私たちは今追いかける 

  未来という名の星 目指して 

 

 

２ 太陽のように輝く あなたのその姿 

  私の胸の中で憧れていた 

  もしも会えるのなら 夢を語りたいよ 

  私たちは今追いかける 

  未来という名の花 咲かせよう 咲かせよう 

 


